惨事ストレスによるＰＴＳＤ予防チェックリスト
このチェックリストは

消防職員が悲惨な災害現場活動等に従事したことに伴う

心理的影響を考える目安となるものです

災害現場活動終了後、1週間以内に実施するものとします

あなたが災害現場活動で自覚した症状に該当するものをチェックしてみて下さい
	□１．胃がつかえたような感じがした

□２．吐き気をもよおした

□３．強い動悸がした

□４．身震いや痙攣を起こした

□５．活動中、一時的に頭痛がした

□６．隊長や同僚の指示が聞こえづらくなったり、音が良く聞こえなくなった

□７．寒い日なのにおびただしい汗をかいた

□８．自分や同僚の身にとても危険を感じ、その恐怖に耐えられるか心配になった

□９．活動中、見た情景が現実のものと思えなかった

□10．とてもイライラしたり、ちょっとしたことでも気にさわった

□11．わけも無く怒りがこみ上げてきた

□12．現場が混乱し、圧倒されるような威圧感を受けた
□13．活動する上で、重要なものとそれほどでもないものとの判断が難しくなった

□14．資機材をどこに置いたか全く忘れてしまい、思い出せなかった

□15．活動中に受けた衝撃が、数時間しても目の前から消えなかった

□16．活動が実を結ばない結果に終わり、絶望や落胆を味わった

□17．とても混乱したり、興奮していて合理的な判断が出来なかった

□18．一時的に時間の感覚が麻痺した

□19．目の前の問題にしか、考えを集中することが出来なかった




アドバイス
自覚した症状が３つ以下　心理的な影響は少ないと思われます。

自覚した症状が４つ以上　その後の経過に配慮することが望まれます。

自覚した症状が８つ以上　心理的な影響が強く、何らかの対応が必要です。

（作成：消防職員の現場活動に係るストレス対策研究会）

